
















要約:

  当教室では多嚢胞性卵巣症候群(PCOS)に対する排卵誘発法として,低容量 FSH 療法の 1

つである Step-down 法を実施しているが,多胎妊娠の予防という観点からこの Step-down

法の有用性と限界につき検討した. Step-down 法は従来の Fixed-dose 法に比べ FSH 製剤

の投与量が有意に少ないにも関わらず,排卵率・妊娠率に差はなく,また卵巣過剰刺激症候

群(OHSS)の発症頻度も有意に少ないことがら,安全かつ治療効率の高い排卵誘発法である

ことが示唆された. P C O S に対する Step-down 法の多胎妊娠率は 1 5 周期中 5周期(33.3%)

で,多胎予防の観点からは必ずしも満足すべき結果ではなかった. P C O S では卵胞径 14mm

以上の発育卵胞数が 5 個以上存在する多発卵胞発育周期には有意に多胎発症頻度が高く,

このような周期が Step-down法の場合でも 7 0 周期中 2 0 周期(28.6%)に認められ血中 F S

H 値が明らがに高値を示していることから,多胎予防のためには症例により投与量や投与

法の個別化を検討する必要性がある.


